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研究成果の概要（和文）：固体酸化物燃料電池の作動温度の低温化を目指し、申請者らが開発したカーボンナノ粒子添
加噴霧熱分解法で合成したGdCeO系多孔質サブミクロン粒子（電解質材料）と、本研究の過程で新しく開発したクエン
酸添加噴霧熱分解法によりNi-GdCeO系（燃料極材料）およびLaCaMnO系（空気極材料）多孔質サブミクロンを合成した
。GdCeO系サブミクロン粒子は液相中で簡単に破砕され、高濃度ナノ粒子縣濁液が調整できた。また、Ni-GdCeO系およ
びLaCaMnO系サブミクロン粒子は高い機械的強度をもつ多孔質粒子であった。これら粒子および縣濁液を用いてユニッ
トセルを試作し、電極・電解質膜の電気特性を評価した。

研究成果の概要（英文）：In order to reduce the operation temperature of SOFC, GdCeO system nanoparticles f
or electrite and Ni-GdCeO and LaCaMnO system porous submicron particles for anode and cathode, respectivel
y, were synthesized by two new ultrasonic spray pyrolysis (USP) methods of carbon nanoparticle-addition US
P (CN-USP) and citric acid-addition USP (CA-USP) which were developed in this project. The unit cells were
 fabricated by using GdCeO nanoparticles for electrorile and Ni-GdCeO and LaCaMnO submicron particles for 
electrodes and thier electrical properties were evaluated.
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１．研究開始当初の背景 
固体燃料電池(SOFC)は白金などの高価な
貴金属触媒を必要としない、発電効率が高い
などの他の燃料電池にない特徴を持つが、発
電温度が 1000℃と高いことがネックとなっ
て、その普及が妨げられてきた。このため発
電温度の低温化が大きな研究課題となって
いる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では SOFCの低温化を目指し、申請
者らが開発した独自の手法によりユニーク
な内部構造と機械的特性をもつ SOFC 材料
多孔質サブミクロン粒子を合成し、その合成
条件を確立する。これら他には無い特徴をも
つ粒子を用いた安価な SOFC 作製プロセス
を提案・開発し、単一セルの作製と評価を行
う。 
 
３．研究の方法 
 申請者らが独自に開発したカーボンナノ
粒子およびクエン酸添加噴霧熱分解法によ
り電解質、燃料極、空気極材料サブミクロン
粒子を合成し、得られた粒子を用いて電極支
持型ユニットセルを既存のSOFC製作技術（つ
まり新しい技術を用いないため安価である）
を用いて作製する。作製されたセル電解質膜、
各電極の電気特性を評価する。 
 
４．研究成果 
・カーボンナノ粒子添加噴霧熱分解法により
合成した GdCeO 多孔質ナノ粒子（電解質）
を液相粉砕により結晶子サイズとほぼ同
じナノ粒子にまで破砕し、スピンコーティ
ング法で電解質薄膜を形成するために必
要な GdCeO ナノ粒子縣濁液の作製方法を
確立した。 
・クエン酸添加噴霧熱分解法で合成した
Ni-GdCeO（燃料極）および LaCaMnO（空気
極）多孔質サブミクロン粒子の内部構造の
観察および機械的強度の測定をしたとこ
ろ、非常に空隙率が高く、かつ、破砕され
難という、電極材料として理想的な構造、
機械特性を持つ粒子であることがわかた。 
・これら粒子をもちいてユニットセルを作製
し、各粒子の電気特性を評価した。その結
果、噴霧溶液に添加したカーボンナノ粒子
およびクエン酸は合成された粒子の電気
特性に影響を与えないことが、分かった。 
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